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令
和
三
年
四
月
十
五
日
、
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
の
マ
ン
シ
ョ
ン
地
下
駐
車
場
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設

備
が
誤
作
動
し
、
二
酸
化
炭
素
に
よ
り
同
所
で
設
備
の
修
繕
に
従
事
し
て
い
た
四
人
の
男
性
作
業
員
が
死
亡
し
、
一
人
が
意
識

不
明
の
重
体
と
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
二
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市

中
区
、
令
和
三
年
一
月
東
京
都
港
区
西
新
橋
に
お
い
て
も
同
様
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
消
火
設
備
に
付
随
し
た
問
題

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

右
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

駐
車
場
に
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
を
設
置
し
て
い
る
事
例
は
、
海
外
で
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
米
国
の
全
米
防
火
協
会
は
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
関
す
る
基
準
と
し
て
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
12
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
、
放
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
防
火
対
象
空
間
の
外
に
流
れ
て
溜
ま
る
可
能
性
、
危
険

な
空
間
に
人
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
、
人
が
中
に
入
っ
て
し
ま
う
可
能
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
あ

る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
走
し
て
駐
車
す
る
地
下
駐
車
場
は
二
酸
化
炭
素
中
毒
又
は
窒
息
死
の
危
険
に
加

え
、
二
酸
化
炭
素
の
放
出
に
伴
う
視
界
不
良
に
よ
り
防
火
扉
か
ら
の
避
難
も
困
難
で
あ
る
。
地
下
駐
車
場
は
、
今
回
の
事
件



 

２ 

 

や
米
国
の
事
例
を
踏
ま
え
て
も
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
設
置
に
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

二 

二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
、
人
の
立
ち
入
ら
な
い
場
所
が
設
置
対
象
と
さ
れ
る
が
事
実
か
。
今
回
の
事
件
を
踏

ま
え
、
不
定
期
で
あ
っ
て
も
人
が
立
ち
入
る
場
所
に
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
安
全
上
問
題
な

い
と
言
え
る
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

窒
素
や
そ
の
他
ガ
ス
を
用
い
た
も
の
な
ど
二
酸
化
炭
素
を
用
い
な
い
消
火
設
備
が
多
数
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
命
の

危
険
を
伴
う
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
が
い
ま
だ
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
消
防
庁
は
令
和
三
年

四
月
十
五
日
付
け
消
防
予
第
百
八
十
七
号
「
東
京
都
新
宿
区
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
放
出
事
故
を
受
け
た
注
意

喚
起
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
安
全
対
策
の
徹
底
を
通
知
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付
け
消
防

予
第
四
百
十
号
及
び
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日
付
け
消
防
予
第
二
十
二
号
等
に
お
い
て
も
同
様
に
安
全
対
策
の
徹
底
に
係
る

通
知
を
発
出
し
て
い
た
も
の
の
、
再
発
は
防
止
で
き
な
か
っ
た
。
早
急
に
窒
素
や
そ
の
他
ガ
ス
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
用

い
た
自
動
消
火
設
備
へ
更
新
さ
れ
る
よ
う
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
対
象
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
外
す
必
要
は
な
い
か
、
政

府
の
見
解
を
問
う
。 
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四 

二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
い
う
観
点
か
ら
窒
素
及
び
そ
の
他
ガ
ス
な
ど
を
用
い
た
場
合

と
比
較
し
て
問
題
の
あ
る
消
火
設
備
で
あ
る
。
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
令
和
三
十
二
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
と
す

る
等
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
早
急
に
禁
止
す
る

必
要
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


